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ジクロベニル（CAS no. 1194-65-6） 

 
文献信頼性評価結果 
 

示唆された作用 
エストロゲン 抗エストロゲン アンドロゲン 抗アンドロゲン 甲状腺ホルモン 抗甲状腺ホルモン 脱皮ホルモン その他* 

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 

 

○：既存知見から示唆された作用 
－：既存知見から示唆されなかった作用 
*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 
ジクロベニルの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験の報告において、抗アンドロ

ゲン作用、視床下部―下垂体―生殖腺軸、視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用への作用を示すこ

と、試験管内試験の報告において、アンドロゲン作用又は抗エストロゲン作用を示すことが示唆さ

れた。 
なお、米国環境保護庁の EDSP においては、ジクロベニルについてアンドロゲン様作用または抗

アンドロゲン様作用を確認するためにメダカ拡張１世代繁殖試験 MEOGRT を実施する対象物質と

している。 
 

(１)生態影響(今回評価対象とする EDSP 試験) 
 Chemtura Corporation (2011)によって、ジクロベニル(Chemtura Corporationと思われる、99.3%) 19、
190、1,900μg/L(測定濃度)(設定濃度 20、200、2,000μg/L に相当)に Nieuwkoop-Faber (NF) stage 51
から 21 日間ばく露したアフリカツメガエル(Xenopus laevis)幼生への影響(AMA: Amphibian 
Metamorphosis Assay, OECD TG231)が検討されている。その結果として、19μg/L 以上のばく露

区で到達 NF ステージ(21 日後)の低値、19μg/L のばく露区で後肢長(HLL: hind-limb length、21
日後)の高値、1,900μg/L のばく露区で甲状腺の組織病理学的検査における異常所見(濾胞細胞肥

大の頻度及び重篤度の高値、21 日後)の発生が認められた。なお、死亡率(７、21 日後)、臨床

的兆候、体重(７、21 日後)、体長(SVL: snout-vent length、７、21 日後)、非同期発達個体率(７、

21 日後)、甲状腺の肉眼的検査(21 日後)における所見には影響は認められなかった。 
 想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用 

EDSP では、溶媒対照区との比較では影響は認められないとの判断を示している。ただし、

到達 NF ステージ(21 日後)の低値については、溶媒対照区との比較では有意差が検出される点

に注意を要する。 
本試験における有意差検定は全般Negative Control区(溶媒無添加対照区)との比較において実

施しているが、エンドポイントによっては溶媒対照区(溶媒としてアセトン 100μL/L 使用)との

比較も実施している。到達 NF ステージ(21 日後)については、これらの対照区間に有意差が認

められている点に注意を要する。 
 Chemtura Corporation (2011)によって、ジクロベニル(Chemtura Corporationと思われる、99.3%) 21、
210、2,100μg/L(測定濃度)(設定濃度 21、200、2,000μg/L に相当)に 21 日間ばく露した成熟雌雄

ファットヘッドミノー(Pimephales promelas)への影響(FSTRA: Fish Short-term Reproduction 
Assay, OECD TG229)が検討されている。その結果として、21μg/L 以上のばく露区で雄結節ス

コア(tubercle score)の低値、210μg/L 以上のばく露区で産卵数の低値、成熟卵胞閉塞率、雌生殖
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腺発達ステージの高値、2,100μg/L のばく露区で体色(雌雄と思われる)の明黄色化が認められた。

なお、雌雄生存率、雌雄体重、雌雄体長、受精率、雌雄生殖腺体指数、雌雄血漿中ビテロゲニ

ン濃度、雌結節スコア、雄生殖腺発達ステージには影響は認められなかった。 
 想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン作用、視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 

EDSP では、雌雄に限定的な生殖影響が認められたとの判断を示している。 
本試験における有意差検定は全般Negative Control区(溶媒無添加対照区)との比較において実

施しているが、エンドポイントによっては溶媒対照区(溶媒としてアセトン 100μL/L 使用)との

比較も実施している点に注意を要する。 
 

(２)アンドロゲン作用又は抗アンドロゲン作用(今回評価対象とする EDSP 試験) 
 Chemtura Corporation (2011)によって、ジクロベニル (Chemtura Canada、 99.3%) 0.0001～
1,000μM(=0.0172～172,000μg/L)の濃度でアンドロゲン受容体(SD ラット前立腺腹葉サイトゾ

ル)による標識 R1881(アンドロゲンアゴニスト)１nM に対する結合阻害(競合結合)試験が検討

されている。その結果として、IC50値 141μM(=24,300μg/L、原記載値は log IC50－3.85M)の濃度

で結合阻害が認められた。 
EDSP では、結合が認められるとの判断を示している。 
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